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Abstract：　Wild populations of Lilium speciosum are distributed in Nagasaki, Fukuoka and Kagoshima prefectures 

in Kyushu, with the largest population in the grasslands of the Koshikishima Islands.

  In order to determine whether there is genetic diversity in Lilium speciosum populations and where the ancestral 

population is located, it is necessary to collect samples in the Koshikishima Islands.

  A field survey was carried out on the vegetation environment and growth conditions of the growth areas of the Lilium 

speciosum population in the Koshikishima Islands when the sample individuals were collected. 

 As a result, it was inferred that the vegetation condition varied from growth area to growth area and that the vegetation 

in the growth area consisted of plant species that had been affected by natural disturbances such as landslides, burning 

of fields, movement of people and vehicles, and other human disturbance, and that the environment in the growth area 

was maintained.

  The results of the genetic analysis are currently under submission.
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はじめに
温暖湿潤な南九州で成立する草原は，人の活動の
影響を受けた二次草原が主で，自然の攪乱による大
規模な一次草原は少ない。下甑島みっちり草原には
風衝によって維持されている規模の大きな一次草原
があり，その主要構成種にカノコユリがある（寺田
･川西　2021）（Kawanishi et al　2024）。
カノコユリは通常7月から 8月にかけて咲き，花
弁は赤みがかったピンク色か淡いピンク色で，暗赤
色の斑点がある。和名の「鹿の子（かのこ）」は，
子鹿の体の斑点模様を意味する。
なかでも野生のカノコユリは国内で鹿児島県甑島

列島に，広くかつ濃密に分布していることが知られ
ている。鹿児島県内では他に東シナ海縁の出水市，
いちき串木野市，薩摩川内市，長島町にも分布し，
九州では，福岡県（宗像市他），長崎県（平戸市他），
四国にもその変種のタキユリが分布する（初島　
2004）（佐竹ほか　1989）。また，分布が限られて
いることから鹿児島県の準絶滅危惧種，環境省の絶
滅危惧Ⅱ B類（VU）にも指定されている（鹿児島
県　2016）。

  このカノコユリについては，九州本土と甑島列島
内で，開花時期，花弁の色等形態に違いがあると言
われている。この変異が何に由来するものかを解決
するには成育環境及び遺伝子レベルの解析が必要と
なる。
　そこで最も個体密度が高いとされる甑島 3島と
九州本土のカノコユリの個体群について，遺伝的多
型を有しているか，個体群間で遺伝的な違いが見ら
れるか，祖先的な個体はどこにあるかについて調査
（Miyamoto et al　2024）し，検討することが必要
である。
　2023 年 7月に，甑島 3島内のカノコユリ分布を
調べ，それぞれの地域の代表的な草原で遺伝子解析
用のサンプルを採取するとともに，それぞれの地点
での生育環境，生育状況の調査を行った。
本稿では，カノコユリが密に繁茂する草原の植生
環境，カノコユリの生育状況について報告する。な
お，遺伝子解析の結果（Hashiguchi et al）について
は現在投稿中である。
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1　調査方法
甑島でのカノコユリ分布については薩摩川内市の
報告書があり，甑島列島の全島にわたって分布する
ことが知られている。島内では，草原や林縁，風衝
低木林中，道路辺や耕作地辺に分布するが，草原が
規模密度ともに高い。特にカノコユリの分布密度が
高い地域として規模の大きな草原は中甑島の小池，
下甑島の鳥の巣山展望台，夜萩円山公園，赤崎，藺
落，片野浦，みっちり草原があげられている（薩摩
川内市・鹿児島県環境技術協会　2017）。
　甑島列島地域ごとの遺伝子サンプル採取に当た
り，報告者の知見と現地調査を基に，上甑島では図
1の里市の浦（1）と海鼠池南池畔（2），南端の甑
明神（3），中甑島では小池（4,5），最もユリ密度の
高いとされる下甑島では北端の鳥の巣山（10），片
野浦漁港上（9），片野浦みっちり草原（6,7,8）を
調査地点 ･サンプル採取地点とした。
サンプル採取地点では，各草原内でカノコユリの

植被率が 20％以上を占める任意の場所に 3× 5m2

のコドラートを設置し（2については地形条件のた
め2× 8㎡），種々の環境データ（標高，傾斜，方位，
風当たり，日当たり等）を記録するとともに，
Brawn-Blanquetの全推定法（1964）による植物群落
調査及び，カノコユリ個体群の生育状況調査を行っ
た。

　　

2　調査地点概況
調査地点 1 （図 1）
  今回の調査地点の中でもっとも九州島に近い上甑
島の北部に位置する。遠目木山の北西にあり北北東
を向く岩上地の斜面下部で，長辺が道路とは 1～
2m程度沿って離れる形状でコドラートを設置し
た。周辺はオニヤブソテツ－ハマビワ群集の風衝低
木林である。調査地点は，本来は風衝低木林である
が，道路開削によって生じた崩壊地が風衝の影響で
草原として維持されている地点と考えられる。群落
は 1.2mの高さでカノコユリの被度は 20％程度で
ある。

調査地点 2 （図 1）
北西から南東方向に伸びる海鼠池の中部の西縁に
当たる位置で周辺はトベラ－ウバメガシ群集あるい
はオニヤブソテツ－ハマビワ群集の風衝低木林であ
る。道路辺の斜面で全体的には北西を向くが道路が
右カーブしているため微地形的に西北西を向いてい
る岩砕地上に草原が成立する。風衝低木林の林縁部
のあたり，低木林の間から海鼠池を吹き抜けた風が
絶えず侵入する。

調査地点 3（図 1）
上甑島の南端の甑大明神橋分岐点から 100mほ
ど東シナ海側に北上した道路辺に沿い，道路より
5mほど離れる。急崖斜面の下部で崩壊した礫が堆
積している岩垂地に当たる。耐えず強い潮風が当た
るところで，上部の安定地は低茎の風衝低木林，周
辺は風衝草原である。  

調査地点 4 （図 1，図 2）
　中甑島小池の浮墨山（272.1m）丘陵地帯の小丘
陵頂上部で，北西方向の海から 300m，道路から
70m離れている。従前より長期間継続して野焼き
が行われていたが，1年前に野焼きは休止し，周辺
は一面ススキ草原になっている。少し離れたところ
では有棘植物のイヌザンショウやサルトリイバラな
どが増加し，先駆性の群落を作り始めている。

調査地点 5 （図 1，図 2）
調査地点 4と同じく浮墨山丘陵の張り出し尾根
上にある。東側の海から 350m，北西の東シナ海か
ら 830m，道路から 30m離れる。一面のススキ草
原で谷部には焼き尽くせなかった低木が先駆性の低
木群落を作っている。

図 1　調査地点位置図
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図 2　中甑島小池調査地点 図 3　下甑島片野浦調査地点

表 1　調査地点及びカノコユリの生育状況

図 4　花弁には赤い斑文が目立つ 図 5 　個体群密度の高いみっちり草原 
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表２　ユリ草原サツマノギク - ホソバワダン群集の群落組成表



－ 19 －

調査地点 6 （図 1，図 3）
　調査地点 6，7，8とも下甑島片野浦みっちり草
原中にある。中生代後期の海成層の大崩落によって
形成された風衝草原である（成尾　1995）（寺田　
2021）。調査地点 6は最も西側にあるが，西側は
高い海岸断崖でそこから落ち込んだ深い谷部となっ
ている地形の微凸部であるため，西風が遮られ風当
たりは調査地点 7，8地点に比較すると弱い。

調査地点 7（図 1，図 3）
  みっちり草原の中央部に位置し，調査地点 6地点
の東側へ標高で 20m一気に駆け上がったあと，一
旦平坦になり，その後，凹地斜面となった地点であ
る。断崖となった北西方の海岸からは 180mほど
離れている。西から強風が当たり調査地点 6，8と
比較して強く，近くにはクロマツの風向樹が生える。

調査地点 8（図 1，図 3）
調査地点 7地点よりさらに標高が 20m上昇し，

より内陸になるため風当たりは弱くなる。周辺は草
原が続くが，風衝低木のウバメガシ林やクロマツ林
など近傍に成立している。

調査地点 9（図 1，図 3）
　片野浦漁港に面し，みっちり草原へ登る遊歩道入
口にある砂防ダム辺で，かつては野焼きも行われて
いたが，近年は行われていない。北西風は稜線で当
たらないため風当たりが弱く，かつては広く草原で
あったが，辺縁は低木林に遷移している。

調査地点 10（図 1）
下甑島の北端部にあり，眼下に中甑につながる甑
大橋が見える鳥の巣展望台で観光地となっているた
め，最も人の往来が多い。景観維持のため毎年野焼
きを実施している。調査地点は展望所とより高い位
置にある灯台との間にある地点で，遊歩道に沿う。
展望台地点の中では海から距離もあり，また，斜面
の向きの関係で北西風の影響は少ない。

3　調査結果
植物群落調査のデータを表組みし，表操作を行っ
てカノコユリ草原群落組成表（表 1）を作成した。
また，各調査地点におけるカノコユリの生育個体数，
生育状況については表 2の状況であった。

（1） 植物群落調査
調査した 10地点の群落は既発表資料で区分され

ているサツマノギク -ホソバワダン群集に所属して
いる。本群集はカノコユリ，ススキ，サツマノギク，
ボタンボウフウ，ホソバワダンを標徴種，区分種と
している（横浜国立大学環境科学研究センター　
1977）（宮脇　1981，1990）。
　表操作をさらに行うと，10 地点の植物群落は構
成種の組成から 3グループに判別された。1グルー
プは調査地点 6，7，8，9地点で，ケカモノハシ，
ナツフジ，ニシノハマカンゾウを含むケカモノハシ
亜群集，2グループは調査地点 4，5，10 地点でチ
ガヤ，ワラビ，クズの被度が高いワラビ亜群集，3
グループは調査地点カタバミ，ツユクサ，ツボクサ
を種組成に持つカタバミ亜群集である。
　各亜群集の平均構成種数はケカモノハシ亜群集が
15.8 種，ワラビ亜群集が 20.7 種，カタバミ亜群集
が 26.3 種と有意な差がある。
　グループ 1はさらに風衝低木林種のハマヒサカ
キ，ハマビワ，砂丘矮性低木のハマゴウを含むハマ
ゴウ変群集とそれらの種を持たない典型変群集に下
位単位区分される。いずれも片野浦・みっちり草原
に分布する。典型変群集は植生の高さが1m前後で，
ケカモノハシが優占して隙間なく植物が生えている
ため構成種は 17種と少ない。ハマゴウ亜群集は波
打ち際から近く，塩分の濃い潮風も当たるところに
耐潮性の高いハマゴウが優占する。
　グループ 2は 過去に野焼きを継続的に実施して
きたところで，地下茎の発達する植物群が優占する。
イヌザンショウ，シンジュガヤ，サルトリイバラ，
オトコヨモギ，ヤマジノギクを含むイヌザンショウ
変群集と，それらの種を含まない典型変群集に下位
単位区分される。イヌザンショウ変群集は野焼きを
停止して一定時間経過した地域である中甑小池に分
布している。また，典型変群集は継続して野焼きが
行われている鳥の巣展望台に分布している。平均の
構成種数は 20種と中間的である。
　なお，本亜群集は，本来は二次草原のススキある
いはチガヤが優占するチガヤ－ススキ群落として位
置づけることも可能である（宮脇　1981）。
　グループ 3は人為的な影響で運ばれる植物種（カ
タバミ，ツユクサ，ツボクサなど）が区分種となっ
ており，中にヨモギ，ノアザミなど人の往来が多い
ところに生える植物種を含むノアザミ変群集と海岸
断崖地を指標するホソバワダン変群集を含む群落か
らなり，道路や遊歩道に近いところに成立する。本
亜群集の特徴は人為によって攪乱しているため構成
種数が 26.3 種と他と比較して多いことである。
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（2）カノコユリ個体群生育状況調査
2023 年 7 月 19 日～ 21 日に植物群落調査を実
施した同 10地点において生育するカノコユリにつ
いて各コドラート内の一定面積中の生育状況調査
（草高：カノコユリの地上から伸びる個体の長さ，
直径：地上 10cmでの茎直径をノギスで測定，輪数：
1個体がつけている花茎数，個体数）を実施し表 2
の結果が得られた。

　調査地点 1（以下調査地点は省き 1のように数字
のみ表記）は道路そばの切り立った岩上地斜面で，
周辺の風衝低木林の影響で風が弱まっている。すで
にカノコユリの開花が始まり，個体数は少ないが直
径も大きく草丈も高い。
　2は，森林が覆い被さるような林縁で，半陰の光
条件となる地点のため，草高は高いが直径は細く輪
数は少ない。すでにカノコユリの開花も終わりかけ
ている。
　3は海岸直近の陽光地斜面であり，草高，直径，
輪数，個体群密度も高く開花真っ盛りであった。
4，5は中甑島小池の野焼き草原中にあり，すでに
カノコユリの開花が始まり，草高，直径，輪数とも
平均的であるが，密生するススキに覆われ個体数は
少ない。
　下甑島みっちり草原の 6，7，8は，開花は確認
されず，草高，直径，輪数とも数値が低い。個体群
密度は他地域より高い。片野浦の 9はみっちり草
原と比較して高さ ,輪数，直径とも高いが，個体群
密度が低い。
　野焼きが毎年行われる鳥の巣展望台の 10は下甑
島でもすでに開花が見られ，草高，直径，輪数とも
数値が高く，個体群密度も高い。また，人による管
理が行われている。

4　考察
（1） 開花期に南北差がある
カノコユリについての平均草高からみると上甑

島，中甑島，下甑島の順で，また平均直径も同様の
傾向があり，北の甑島がより早く成長し南側の下甑
島は成長が遅い。これは甑島のカノコユリの開花が，
北の方の上甑の 7月から始まり，中甑，下甑の東
側に伝わり西側は遅く 8月下旬となるといわれる
ことに合致する。調査日の時点で上甑島，中甑島は
開花し，下甑島の鳥の巣展望台は一部開花，みっち
り草原では開花個体は確認されていない。

（2） みっちり草原の特異性
カノコユリの個体群密度をみると，下甑島のみっ
ちり草原は他の地点に比較して高い。その一方で群
落の構成種数が少ない。このことは，みっちり草原
が他の地域と森林によって隔絶されていることと，
みっちり草原が成立から時間がさほど経過していな
い可能性が考えられる。

（3） 野焼きがユリ草原に与える影響
ア 特有な植生
当地域での野焼きは，カノコユリ球根を島外に移
出している時代に効率的に山取りで球根の収穫をす
る目的で島内各所で始まり，昭和 30年代は最盛期
だった。その後，輸出個体にウイルス罹患が起こり，
大打撃を受けるとウイルス対策として球根の生産方
法が変わり島内からの移出が激減して，野焼きは行
われなくなった。現在も野焼きを実施しているとこ
ろは，以前の目的とは異なり，ユリ草原を島の生活
の歴史を残す文化的な景観，景勝地，観光地として
存続させるために従来の場所で実施している。その
結果残された植生は特徴的である。野焼きを繰り返
すと，地下茎が発達した多年生草本ススキが優占す
る群落＝ススキ草原となり，チガヤ，ワラビ，クズ
などの被度が高い。その中でカノコユリは生育して
いる。
イ 野焼きの効果
野焼き草原は，他のユリ草原である風衝草原と比
較するとカノコユリの個体群密度は低いところもあ
る。野焼きする以前は風衝低木林ないし高木林であ
ることから野焼きを休止すれば森林に遷移する。野
焼きの効果によって草原が数十年維持され風衝草原
と同様にカノコユリの個体数も多く生育している
が，繰り返しの野焼きによって乾燥，貧栄養化して
いると推察される。
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図 6 地点 1 に生育するカノコユリ（個体数は少な
いが植物体は頑強）

図 7　地点 3 の遠景（崩壊斜面海岸直近）
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図 8　地点 4，5 の遠景（小池野焼きは停止中） 図 9 地点 5 に生育するカノコユリ（ススキに埋もれ
ユリは減少）

図 10 地点 6，7，8 の遠景（みっちり草原のカノコ
ユリは未開花）

図 11 地点 10 の遠景（鳥の巣展望台）
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